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2B06 インタラクション・コストの 視点に立った 

地域イノベーション 創出の課題 

0 坂口先Ⅰ高木印三治 ( 九州大ベンチャービジネスラボラトリー 

l .  はじめに インタラクション 革命の様相 

イノベーション・システムをめぐる 研究が共通に 指 摘 するのは、 リニア・モデルの 想定と異なって、 イ ノ 
租 技の時代 インタラクション 

の時代 
べ一 ションは相互的 ( インタラクティプ ) な 過程であ 

り 、 制度的な手順や 慣習、 規範によって 方向付けられ 
前提条件 市均 取引コスト 市勒 取引コスト 

ノ租億化 コスト く祖億化 コスト 

  ビスの取引コストの けたインタラクショ 

様な関係者間のコミュニケーションとして 捉える必要 仮山 化 ン ・コストの 億 小仏 

性の指摘がなされ、 またイノベーション・システムが 担億 としての企業 特化・ 再 Ⅱ 化   

活 劫の拡大 知宙 集約七 
経路依存的な 技術学習という 側面を強めているとの 議 ( 系列、 垂直統合 )  ( アウトソーシンバ、 

論 が展開されてきた。 水平繍 合 ) 

インターネット 技術の普及で 情報や知識の 生産・ 交 経済法劫の中， b  トランス インタラクション 

換の効率が飛躍的に 向上し、 仝業のみならずあ らゆる フォーメーション ( 知俺 剣先 / 

( 生産 / 拾送活劫 ) 
組織の双提条件が 覆えりつつあ る。 主体 問の インタラ 

対括 ・連携 活劫 ) 

クションに伴うコストの 重要性が増し、 今日ではイン 取引の中心 付・サ ーヒ ス アイデア、 知世 
( フォーマル ) 

タラクション・コストを 全社的に最小化する 方向で企 
( インフオーマル ) 

葉 組織の再構築が 急展開をみせている。 インターネッ 
企業の 規 杖 の 怪済 スピードの軽軒 

展 北方向 、 英田の 軽済 、 特化の経済 

ト 革命はインタラクション 革命でもあ る。 

インタラクション 革命が進めば 進むほど、 イノ ベ一 文杖モデル マーシャル / インタラクション 型 

"" 。 "" 集穏 
、 ンコ ン・プロセスの 根幹に位置づけられるフェイス・ 

葉枕 

トゥ・フェイ ス の暗黙 知 交流やアイデア 交換は バ一 集穏 の 特桂 肪珪 内耗 穏 知的集目 
( 生産 臆 能立地 )  ( イノベーション 能力 

チャル・ネットワークを 活用しながら、 より一層地域 0% 出 ) 

性 空間性をお ぴて 展開されようになる。 そうした 潮 イ ノベーション 企 ま 、 研究 m 、 政策 地域システム、 牡 

流 のもとで、 地域イノベーションシステム (R I S     の分析単位 

RegionalInnovationSystem) ベーションシステム (N  IS  :NationalInnovation  をナショナル・イノ 互祝 される 知 世伝達・共有可能な 知 授主仮 的で状況や文脈に ( 形式 知 ) 依存する畑田 

釣偲 temm) の 単なるサブシステムと 捉えるのではなく、 ( 暗黙 知 ) 

インタラクションに 伴う制度的な 摩擦を極力おさえた 大学の役割 人材の育成・ 供拾 知距 の川道・ 廿 & 、 新 

自律的な単位として 設定し、 科学技術政策の 必須エレ ウ 葉の居化 

メントとして 体系化して い くことが求めれる。 

地域レベルでのイノベーション・メカニズムに 関す 

る 研究は、 理論・実証・ 政策の各面とも 蓄積が少な 2. 取引 宜 用からインタラクション・コスト ヘ 

く 、 今後に待つべき 部分が多い。 そこで、 ここでは インタラクション・コスト 論の源流 は、 ロナルド・ 

「インタラタション・コスト」の 視点を入れた 地域イ コースの「取引費用」に 求めることができる。 コース 

/ ベーション創出の 課題について 仮説的な検討を 行う は、 「市場を通じて 取引を実行するための 費用 ( 取引 

ことにする。 費用 ) にくらべて、 それが少ない 費用ですむときに 
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は 、 市場でなされていた 取引を組織化するために 企業 

が生まれる」という 形で企業の形成を 説き、 市場取引 

と企業内部取引の 境界線決定が 取引費用と組織化費用 

の比較に基づいて 行われるとした。 コースの取引費用 

は 取引相手の探索、 交渉、 契約、 監視など、 市場での 

フ オーマル な財 ・サービス交換に 伴って必要とされ 費 

用からなる。 この取引費用に 加えて、 アイデアやノウ 

ハウ、 暗黙知などインフオーマル な 交換する際に 必要 

となる費用や 時間にまで概念拡張を 行ったのが「イン 

タラタション・コスト」であ る ( バトラー 他 ) 。 

インタラクション・コストは、 経済活動にともなう 

数々の摩擦や 制約、 不確実性によって 生ずるものであ 

る。 今日、 インターネット 技術の革新によって 市場 取 

引 に伴う情報コストが 急激に低下することで、 市場取 

引コストと組織化コストの 関係が逆転し、 アウト ソ一 

、 ンング をはじめ企業の 組織デザインが 激変するという 

事態が生じている ( 前 ぺ ー ジの 表 ) 。 産学連携の機運 

の高まりや、 研究開発ベンチャ 一の活用もそうした 潮 

流 の一端であ る。 

知識社会の進展とともに、 経済活動の主軸が 生産 / 

輸送活動から、 インタラクションを 通じた知識創造に 

移行しつつあ り、 先導的な産業集積は 物理的な生産機 

能 をべ ー スとしたマーシャルノポータ 一型集積から、 

知的創造をべ ー スとするインタラクション 型集積へ移 

行しつつあ る。 また、 I T の活用によって 市場取引費 

用のなかの情報費用が 低減していることの 反作用で、 

インタラクションの 残余の部分、 すな む ちアイデアや 

ノウハウ交換を 阻む摩擦や慣習、 障壁、 制度障碍など 

が重要なコスト 要因として浮上してきている。 ここ 

に、 人間同士の知的な 触れあ いを通じたイノベーショ 

ン創出という 課題とインタラクション ，コストの視点 

が 、 地域におけるインタラクティプな 知識創造サイク 

ルの形成という 舞台で出会うこととなった。 

3. インタラクシヨン・プロセスとしての R l S 

地域 レペル で空間的な広がりをもって 展開されるイ 

ノベーションを、 多様な主体や 機能相互間のインタラ 

タション・プロセスとしとしモデル 化した ( 次頁 ) 。 

モデル作成の 基本的な視点は 次のとおりであ る。 

①企業の事業創造プロセスと 大学の知識創造プロセ 

スとの効果的なインタラタションを 促す様々な 

" 装置 " の役割。 

②市場ニーズ・ 企業ニーズとの 接触に触発され、 問 

題解決への指向性を 有した大学での 知識創造プロ 

セスの展開。 

③競合企業との 差別化戦略をもった 知識集約的なべ 

ンチャ一型地域企業と・インタラクション・コス 

トの低減を通じた 大学・ spin-off ベンチャーとの 

R&D 分業拡大。 

④要素条件、 資本環境、 産業クラスタⅠ企業間競 

争などイノベーション 創出を促す環境条件の 重 

視 。 

⑤信頼や規範のひろがり、 相互利益・共同利益に 向 

けたネットワーク 機構 ( プラット フ オーム ) な 

ど、 地域でのイノベーションを 支え方向付ける 

"S ㏄ i 撰 Ca 団 t がへの着目。 

⑥成功事例 / 失敗事例の知識共有・ 知識活用など、 

地域的な学習能力 ( ㎏ 荻 ruin ㎎㎏ 匂 on) への着 

目。 

このモデルでは、 多様な主体・ 機能間の相互作用を 

促すことで地域イノベーションプロセスを 活性化させ 

るという戦略の 全体像を示すことができる。 また、 イ 

ンタラクションの 制約となるような " 摩擦 "  ( インタ 

ラクション・コスト ) がどこに生じるかを 検討する際 

の 見取図とすることができる。 

4. インタラクション・コストと「 均 」の役割 

ィ / ベーションの 核となる知識創造プロセスでは、 

知的な イ ンタラクションが 繰り広げられる「 場 」が重 

要な役割をもっている。 そうした「 場 」 は現場的 

( ローカル ) な 特質をもち、 文脈性をともなって 展開 

されるものであ る。 しかし、 イノベーションにとって 

重要性をもつ 地域スケールのインタラクション 機会 

は、 大都市圏はくらべ 地方圏では大幅に 限定されてお 

り、 インタラクション・コストを 高める原因となって 

いる。 産学問、 とりわけ中小企業と 大学とのインタラ 

クション機会は 非常に乏しい 状況であ り、 TLO  ( 技 

術移転機関 ) に期待が集まる 理由ともなっている。 

けれども現状では 市場的な取引環境が 十分整備され 

ていないために、 企業と大学とのインタラクションは 

パートナ一の 探索、 交渉、 品質管理、 トラブル処理、 

信頼感の醸成など、 不確実性に伴うリスタがまだ 大き 

く、 産学連携の機構や 制度を整備しても、 実際の機能 

や 成功事例がついてこないという 事態の一因となって 
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インタラクション 型の地域イノベーションモデル 
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いる。 

そうした機構がうまく 動くためには、 フォーマル な 

情報の蓄積・ 共有・ネットワークというという 知識創 

造インフラとともに、 人間的な接触をべ ー スとして、 

多様なアイデアや 思いつき、 暗黙 知が 交換されるイン 

タラクティプな「 場 」や知的な「サロン」が、 イン 

フォーマル な 仕掛けとして 工夫される必要があ る。 あ 

るいは、 そうした場をプロデュース し 、 産学の接点を 

クリエイティ プ に生み出していく 知識連携コーディ 

ネータの存在が 不可欠であ る。 よく指摘される 大学の 

「敷居の高さ」は、 企業の側からすれば、 信頼感や親 

密感の欠如などもあ ってインタラクション・コストが 

高くつき、 大学が取引相手となりにくいという 現状の 

率直な指摘に 他ならない。 インタラタション・コスト 

を低くする産学双方の 努力が求められるのえんであ 

る。 

地域イノベーションの 制約要因として 産学間・睦彦 

間の 「インタラクション・コスト」の 存在いかんが 浮 

上しているということは、 逆説的にとらえれば、 地理 

的近接を最大限いかしインタラタション 能力を高める 

ことで、 地域が知識 創 発的な都市型産業集積に 向けた 

ダイナミズムをつかむことが 可能であ ることを示して 

いる。 ネットワータ 型の協働組織、 開放的な競争意 

識、 相互協力的な 規範、 信頼といった 無形の "Soclal 

Capital" は地域レベルでもっともよく 形成される。 

「北天」を人的交流 核 とした情報ベンチャ 一集積と発 

屈め ダイナミズム 形成、 集積の飛躍に 向けた札幌駅北 

口でのビジネス 交流暢 "BizC ㎡ e" 開設などのトピック 

は、 その格好の事例となっている。 

5. 今後の展開 

以上みたように、 インタラクション・コスト 論は、 

一方ではインタラクション 機会の面から 大都市圏が地 

方圏に対して 優位性をもっているとの 帰結を導くが、 

他方では暗黙知も 含めたフエイス・トウ・フエイ ス の 

交流、 それに裏 付けられた " ソーシャル・キャピタ 

ル " の形成などイノベーション 推進にあ たり地方圏が 

もつ優位性の 指摘につながっていく。 

ただし後者の 帰結を現実のものとするにあ たって 

は、 地方圏では地域イノベーションへの 取り組みや 技 

術 移転の経験が 少なく、 いまだ " 学習する地域 " とし 

ての経験と能力が 十分にストックされていないという 

限界を踏まえておく 必要があ ろう。 また、 一般的に 

言って地方圏は 大都市圏 た 比べ、 企業間の固定的な 

" 関係 " を重視 ( 取引コスト低減に 向けた企業行 

動 ?) するあ まり競争制限的になる 傾向があ り、 地域 

内でのインタラタション 機会を社会的に 狭める要因と 

なっていることも 押さえておく 必要があ ろう。 

インタラクション・コストの 視点にたった 地域イノ 

ベーション・システムの 研究は、 理論的にも実証的に 

も緒についたばかりであ る。 R l S は複合的な要素が 

からんだインタラタションの 束 として存在、 実際の展 

開は計画的なものというより、 偶発的で経路依存的な 

面に左右されざるを 得ない。 

本 報での考察をもとに、 今後は実証的な 次元での 研 

究 ・検討をすすめる。 九州大学では 現在、 TLO 

(( 株 ) 産学連携機構九州 ) を軸に、 技術移転業務に 加 

え、 アイデア・企画段階からの 研究シーズ情報発信、 

リアルタイムの 技術シーズ提供、 他大学とのネット 

ワータによる 広域産学連携システムなど、 R I S の 構 

築 に向けた展開を 開始したところであ る。 また、 福岡 

県・福岡市・ 地元経済界などとのコラポレーション 

で、 「都心」に研究とビジネスの 産学交流プラット 

フ オームの機能整備について 検討を行っているところ 

であ る。 攻戦ではそれらの 可能性と課題についても、 

本報で提起したモデルを 踏まえ実証的な 検討を行う。 
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